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≪授業の概要≫
【授業の概要】
（学習成果）
◆知識・理解の領域
1.デリバティブと金融の証券化と言う２つの金融の大きな流れは、世界的にはどのように
発展したのかを理解すること。
2.これらの概要を知ること。
3.これらは、いずれも複雑な仕組みを持つ多様な金融商品として仕立て上げられ、市場で
売買されていることを理解すること。
4.これらは日本にはどのように受容されてきたのか、またを現状はどのようになっている
のかを理解すること。
◆関心意欲の領域
5.2008年のグローバル金融危機には、これらがどのように関与したのかにも思いをはせる
こと。
6.新聞・雑誌等のマーケット欄に掲載されるこれら金融商品の相場（特にデリバティブ関
連）にも関心を持つこと。

授業の概要
証券市場論は様々な観点からアプローチが可能である。ここでは、1970年代に始まりその
後世界的な潮流となった2つの金融の流れ、つまりデリバティブと金融の証券化とについ
て考える。ただ、これら2つは、性質上、デリバティブでは技術的側面が、証券化では法
的側面が非常に重要となる。しかし、この講義では、こうした側面については、必要な範
囲で触れるにとどめざるを得ない。
なお、この２つの金融の流れは、100年に一度とされる2008年のグローバル金融危機を惹
き起こす元凶となったとも考えられているので、その点についてもできるだけ触れたい。

授業計画
第1回　　授業の概要、研究姿勢、参考書について
第2回　　デリバティブとは何か、その市場規模
第3回　　スワップ取引
第4回　　先物取引
第5回　　先物取引の機能
第6回　　オプション取引とペイオフ
第7回　　合成オプション
第8回　　クレジット・デリバティブ
第9回　　金融の証券化とは
第10回　 アメリカの証券化?モーゲージ担保証券の多様化
第11回　 日本の証券化
第12回　 証券化法制の整備
第13回　 証券化の現状
第14回   証券化の意味　　　
第15回　 まとめ

【評価方法】
受講状況と提出されたレポートで評価する。

≪テキスト≫
使用しないが、講義のなかで興味を持ったテーマについて、関連文献を読むことによっ
て、自身で知識を深めるように努めて下さい。
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≪参考書≫
講義の際に、関連文献を紹介する。
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